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１．はじめに 

大気中を浮遊する微粒子であるエアロゾルは,太陽光

を直接散乱・吸収する直接効果と,雲凝結核として雲の

放射特性を変化させる間接効果を通して地球の放射収

支に影響を与えている.しかし,放射強制力の見積もりに

は不確実性が存在する.したがって,放射強制力の理解

を深めるためにはエアロゾルの光学特性の理解が重要

である 1) 2). 

本研究では 2018年,2019年の夏季における富士山頂

および山麓でのエアロゾルの粒径分布と散乱・吸収係数

の観測し,単一散乱アルベド SSA の算出と後方流跡線

解析を行った. 

 

２．方法  

富士山山頂（138.72E,35.36N,標高 3776m）および山

麓（138.80E,35.33N,標高 1290m）においてエアロゾルの

粒径分布と散乱・吸収係数を測定した.期間は 2018 年 7

月 11 日から 8 月 22 日と 2019 年 7 月 10 日から 8 月 28

日である. 

試料大気を拡散ドライヤーに通して相対湿度 30%以

下まで乾燥させ,観測装置に通した（図 1）.観測装置は

粒径毎のエアロゾル数濃度を測定する光散乱式粒子計

数器（Rion, KC-01,OPC）,散乱係数を測定する積分型ネ

フェロメータ（Radiance Reaserch,M903,INEP）,吸収係数

を測定するフィルター式光吸収計（Radiance Reaserch, 

PSAP）である 3). 

また,NOAA Hysplit model の後方流跡線解析を行い, 

 

 

 

 

 

図 1 観測装置 

空気塊の由来を調べた 4) 5).120 時間内に空気塊が移動

した軌跡をもとに日本,海洋,中国北部,中国南部,朝鮮半

島の 5 通りに分類した.（図 2）そして散乱係数,粒子数濃

度,散乱効率の由来による特色を調べた.散乱効率は単

位断面積当たりの散乱係数に相当し,粒子の光学特性

を示すパラメータである. 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 空気塊由来の分類 

 

３．結果・考察 

測定した粒子数濃度と散乱係数の結果を箱ひげ図に

まとめた（図3）.粒子数濃度,散乱係数とも山頂同士,山麓

同士で同程度の値であった.粒子数濃度からは,山頂に

おいて日中の粗大粒子が増加していることがわかった.  

 

 

 

図 3 粒子数濃度（左）と散乱係数（右） 

 

 

 

 

 

図 4 単一散乱アルベド 

（左上:2019 年山頂 左下:2019 年山麓,  

右上:2018 年山頂 右下:2018 年山麓） 
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次に測定した散乱・吸収係数から算出した単一散乱

アルベドは図 4のようになった 6).2019年の山頂と山麓に

おいて,観測期間の単一散乱アルベドは大きな変化をせ

ず,平均値はともに 0.95 であった.2018 年の山頂では値

が短期間に大きく変化していて,約 0.5 まで低下している

ときもあったが,平均値は 0.85であった.2018年の山麓で

は, 山頂ほどではないが大きく変化をする時間があった.

平均値は 0.90 であった. 

 次に,散乱係数を由来別に分けた結果（図 5）,海洋由

来の値が日本や中国北部由来のものよりも小さいことが

分かった.粒子数濃度を由来別にみると,散乱係数と同じ

ように海洋由来は値が低く,日本や中国北部由来のもの

は相対的に高い値だった.続けて散乱効率を由来別にし

た（図 6）.4 種類の測定結果で共通の傾向はなかった.

以上の結果から,海洋由来の散乱係数が低かったのは,

由来による粒子の種類ではなく,粒子の量が主な原因で

あったと考えられる. 

 

 

 

 

 

図 5 山頂における由来別の散乱係数  

（左:2019 年 右:2018 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 山頂における由来別の粒子数濃度（上）と 

散乱効率（下） （左:2019 年 右:2018 年） 

 

 

4．まとめ 

 本研究では富士山山頂および山麓でエアロゾルの粒

子数濃度,散乱・吸収係数の測定をした. 

粒子数濃度と散乱係数は山頂同士,山麓同士で同程

度の大きさだった.また,山頂では日中に粗大粒子が増

加していた.  

測定した散乱・吸収係数から単一散乱アルベドを算

出した結果,吸収係数が安定していた 2019 年の山頂山

麓では平均値がともに 0.95 だった.2018 年は吸収係数

に伴う形で大きく変動したが平均値は山頂山麓それぞ

れ 0.85 と 0.90 であった.  

後方流跡線解析により散乱係数の由来を分類すると, 

海洋由来が小さかった.粒子数濃度と散乱効率を由来別

にすると,散乱効率は共通する違いはなかったが,粒子数

濃度は海洋のみ低かった.これより由来による散乱係数

の差は粒子数の差が主な原因だったと推測される. 
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